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各位  

 

会 社 名  株式会社網屋 

代 表 者 名  代表取締役会長 伊藤 整一 

 （コード番号：4258 東証マザーズ） 

問 合 せ 先  取締役管理本部長 森 行博 

 （T E L .0 3 - 6 8 2 2 - 9 9 9 9） 

 

 

東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報等のお知らせ 

 
当社は、本日、2021年12月22日に東京証券取引所マザーズに上場いたしました。今後とも、なお一層のご指導ご鞭

撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

なお、2021年12月期（2021年１月１日から2021年12月31日まで）における当社の業績予想は、次のとおりでありま

す。また、最近の決算情報等につきましては別添のとおりであります。 

 
【個別】 （単位：百万円、％） 

 

決算期 
 

項目 

2021年12月期 

（予想） 

2021年12月期 

第３四半期累計期間 
（実績） 

2020年12月期 

（実績） 

 対売上
高比率 

対前期
増減率 

 対売上
高比率 

 対売上
高比率 

売 上 高 2,724 100.0 17.7 2,146 100.0 2,314 100.0 

営 業 利 益 222 8.2 19.2 288 13.4 186 8.1 

経 常 利 益 215 7.9 16.1 297 13.9 185 8.0 

当期（四半期）純利益 136 5.0 8.5 191 8.9 125 5.4 

１ 株 当 た り 当 期 
（ 四 半 期 ） 純 利 益 

37円88銭 53円70銭 35円83銭 

１ 株 当 た り 配 当 金 
 

０円00銭 

 

－ 

 

０円00銭 

（注）１．当社は、連結財務諸表及び四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

２．当社は、2020年10月21日開催の取締役会決議により、2020年11月20日付で普通株式１株につき

10株の株式分割を、2021年８月12日開催の取締役会決議により、2021年８月26日付で普通株式

１株につき80株の株式分割を行っておりますが、2020年12月期の期首に当該株式分割が行われたと

仮定し、１株当たり当期（四半期）純利益を算出しております。 

３．2020年12月期（実績）及び 2021年12月期第３四半期累計期間（実績）の１株当たり当期（四半

期）純利益は、期中平均発行済株式数（自己株式を除く）により算出しております。 

４．2021年12月期（予想）の１株当たり当期純利益は、自己株式の処分予定株式数（429,600株）を

含めた予定期中平均発行済株式数により算出しております。 

 



 

 

【2021年12月期業績予想の前提条件】 

 

１．当社全体の見通し 

当社は、「SECURE THE SUCCESS」をビジョンに掲げ、企業のDX化促進をセキュリティの視点から支援し、

国産型のセキュリティ総合企業として、世界中に誰もが安心できる”安全・安心な情報通信基盤” の実現

を目指し、“重要データの記録”に着目し、AIテクノロジーをログ分析に活用して、お客様のセキュリティ

レベルを向上する「データセキュリティ事業」と“ICTインフラのクラウド化”に着目し、SaaSネットワー

クでセキュリティを向上する「ネットワークセキュリティ事業」を展開しております。 

 

昨今、サイバー攻撃は企業活動に影響を及ぼすだけでなく、社会インフラが攻撃対象になるという懸念か

ら、社会問題として広く認知されるようになりました。特に、コンピュータをマルウェアに感染させ、遠隔

操作などにより、組織内の情報の搾取や破壊されるといった被害が、日本国内においても拡大しておりま

す。また、新型コロナウイルス感染症の拡大や、近年の働き方改革などにより、リモートワークが普及し、

このことが新たな情報セキュリティリスクを生み出し、多くの企業が安全なリモート環境整備への取り組み

を見せております。このような背景から、サイバー攻撃に対する予兆検知、原因究明などに必要となるログ

管理製品やリモート環境整備に伴い、暗号化通信によるリモートアクセスや拠点間接続サービスなど、情報

セキュリティ市場は引き続き拡大傾向を示しており、特に専門技術を有する従業員を企業内に配置せずと

も、運用管理負担を軽減できるクラウド型のサービスの需要が高まっております。 

 

データセキュリティ事業では、大手企業様を中心にサーバアクセスログ製品のスタンダードとして、

『ALog ConVerter』をご利用頂いており、14年連続（2006年～2019年）で国内シェアNo.1（注）を獲得して

おります。また、ファイルサーバ以外のあらゆるサーバやネットワーク機器等のログを広範囲に管理できる

『ALog EVA』を展開し、従来の内部不正対策だけでなく、サイバー攻撃のような外部攻撃の対策としても活

用頂いております。当製品は、ログの活用方法を分かりやすく理解してもらえるようにするため、当社では

テンプレートを予め標準添付しております。また、複数のテンプレートを目的別にパッケージ化した自動化

パックも提供しております。エンドユーザーが大量かつ複雑なログをそのまま記録保管するのみで、集めた

ログを活用出来ずに単に溜めるだけの管理とならないよう、「ログを意味のある目的に使えるようにでき

る」を実現すべく、当製品ではテンプレート標準付帯、また自動化パックの提供を行い、『ALog EVA』のシ

ェア拡大に向けたマーケティング及び営業活動を推進しております。このような状況において、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大により、2021年12月期第２四半期までは、現地での導入作業の延期や顧客企業の業績

悪化に伴いログ管理製品に対する投資活動の一部抑制による受注減少がありましたが、2021年12月期第３四

半期以降、ワクチン接種拡大などにより企業の投資活動にも回復の兆しが見られるようになると見込んでお

りますので、現時点において、当社業績への影響は軽微であるものと判断しております。 

 

ネットワークセキュリティ事業では、お客様固有のニーズや要望を満たす、オーダーメイドのICT通信イ

ンフラネットワークを構築する『ネットワークインテグレーション』並びに、ネットワーク機器等をクラウ

ドから運用代行するSaaSモデルである『Network All Cloud』を展開しております。ネットワークインテグ

レーションは、Ubiquiti社製ネットワーク機器の物販などに伴う新規取引先の増加、並びに既存エンドユー

ザーからの安定した受注により、販売は好調に推移しました。また、『Network All Cloud』においては、

スピード導入、低価格、管理者負荷軽減などの特徴が、新型コロナウイルス感染症拡大によるリモート環境

整備に伴う、リモートアクセスソフトウェアの需要の高まりと、環境整備における導入期間や価格帯、運用

負荷のニーズにマッチしたことなどから、サービス販売は好調に推移しております。 

 

また、データセキュリティ事業では売上高のほぼすべてが、ネットワークセキュリティ事業においては売

上高の42.4％（2020年12月期実績）が販売代理店を経由する間接販売となっております。このような取引形

態において、大手ITベンダー/SIerを中心とした代理店網から安定的に案件を獲得するだけでなく、代理店

だけに依存しない直接販売力をもった営業体制を整備し、当社のマーケティング力を生かし、ホームページ

から年間数千のリードを獲得しております。 
 

このような状況下において、ネットワークセキュリティ事業を中心に新規顧客の獲得が堅調に推移する見

通しであることを受け、2021年12月期の業績予想は、売上高2,724百万円（前期比17.7％増）、営業利益222

百万円（前期比19.2％増）、経常利益215百万円（前期比16.1％増）、当期純利益136百万円（前期比8.5％

増）となる見込みです。 

なお、当該予想数値は、2021年１月から2021年６月までの実績数値に、2021年７月以降の予測数値を合算

して策定した数値となっております。 



 

 

 

（注１）出典：デロイトトーマツ ミック経済研究所 「内部脅威対策ソリューション市場の現状と将来展

望 2020年度」2020年12月 発刊  

 

２．項目別の見通し 

（１）売上高 

当社の売上高は「データセキュリティ事業」、「ネットワークセキュリティ事業」の２事業により構成され

ております。両事業とも2020年12月期は、売上高の50％以上がストック収益となるリカーリングモデルであ

り、当社においては、ストック収益の売上高成長率、ストック収益のもととなるソフトウェア保守更新率並び

にサービス解約率を重要な経営指標としております。2021年12月期においてもこのストック収入が堅調に増加

し、引き続き売上高の50％以上がストック収益になると見込んでおります。 

なお、2021年12月期における売上高見通しである、2,724百万円の内訳は、データセキュリティ事業 1,100

百万円、ネットワークセキュリティ事業 1,623百万円となっております。業績予想は、以下のとおりセグメン

ト毎に行っております。 

 

＜データセキュリティ事業＞ 

「データセキュリティ事業」の収益は、『ALogシリーズ』製品のソフトウェアライセンス販売、ソフトウェ

アの年間保守並びに、『ALogシリーズ』製品の導入に関わる設計・構築支援の収入によるものです。当社はラ

イセンス費/初年度の保守費用/導入作業費を購入時に一括で受領し、以降、ソフトウェア保守料を毎年受領す

るリカーリングモデルです。ソフトウェア年間保守（リカーリングレベニュー）が事業売上高の56%（2020年

12月期実績）を占めることから、新規ソフトウェアライセンス販売による翌年以降のソフトウェア年間保守が

売上に上乗せされる形で成長を継続しており、利益は拡大を続けております。 

 

＜スポット＞：ソフトウェアライセンス販売、導入作業費 

＜ストック＞：ソフトウェア保守料 

 

上記ビジネスモデルを踏まえ、データセキュリティ事業の売上高は、スポット売上とストック売上により構

成されております。 

2021年12月期のスポット売上につきましては、直近５年間の年平均成長率、受注動向及び足元の見込み案件

の状況に、主要顧客（販売代理店）へのヒアリングを踏まえ、新型コロナウイルス感染症拡大によるログ管理

に対する投資活動の一部抑制の影響による受注減少を加味しております。これに、Microsoft365などクラウド

サービスのログ対応による50百万円の売上貢献への期待を加味しております。その結果、2021年12月期のスポ

ット売上高は、455百万円（前期比4.9％減）を見込んでおります。 

2021年12月期のストック売上につきましては、ソフトウェア保守更新率が85％で継続することを前提とし、

前期実績数値に直近５年間の年平均成長率を乗じた上で、前期の新規顧客にかかるソフト保守の継続を加味し

ております。その結果、2021年12月期のストック売上高は、645百万円（前期比12.9％増）を見込んでおりま

す。 

以上の結果から、データセキュリティ事業の売上高は、1,100百万円（前期比4.8％増）を見込んでおりま

す。 

なお、2021年12月期第３四半期累計期間におけるデータセキュリティ事業の売上高は796百万円となりまし

た。 

 

＜ネットワークセキュリティ事業＞ 

ルータ、ファイアウォール、スイッチ、無線LANアクセスポイントなどをクラウドから運用代行するSaaSモデ

ルである『Network All Cloud』は、機器費用を購入時に一括で受領し、以降、当社サービスの利用をサービ

ス料として受領するリカーリングモデルです。初期の機器費用をサービス料金に包含して販売するレンタルモ

デルも一部用意しております。 

 

＜スポット＞：Network All Cloud初期費用、ネットワークインテグレーション設計・構築 

＜ストック＞：Network All Cloudサービス料、情シス代行、ネットワークインテグレーション保守 

 

上記ビジネスモデルを踏まえ、ネットワークセキュリティ事業の売上高は、スポット売上とストック売上に

より構成されております。 

2021年12月期のNetwork All Cloud（SaaSモデル）におけるスポット売上につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症拡大に伴う企業のリモート環境整備に関する需要は継続すると見込むことに加え、直近５年間の年



 

 

平均成長率や上期の受注動向及び足下の見込み案件を加味しております。半導体不足が機器調達に影響を及ぼ

す可能性があるものの、代替機器の調達による対応が可能なことから、事業への影響は軽微と見込んでおりま

す。さらに2020年12月期は政府のGIGAスクール構想が急加速したことに伴い、文教案件が前期比121％と好調

でありましたが、2021年12月期におきましては、需要のピークはすでに迎えているものと見込んでおります。 

また、2021年12月期のネットワークインテグレーションにおけるスポット売上につきましては、2021年12月

期上期（１～６月）の実績に加え、2021年７月以降の受注確度を踏まえた見込み案件の個別積上げ数値を加味

し、算出しております。その結果、2021年12月期のスポット売上高は、787百万円（前期比36.8％増）を見込

んでおります。 

2021年12月期のNetwork All Cloud（SaaSモデル）におけるストック売上につきましては、ストック売上の

中心であるクラウドサービスの解約率が８％程度で推移することを前提とし、前期実績数値に直近５年間の年

平均伸長率を乗じた上で、前期の新規顧客にかかるサービスの継続利用を加味しております。 

2021年12月期のネットワークインテグレーションにおけるストック売上につきましては、前期実績数値に対

し、直近の保守更新の傾向及び、前期の新規案件にかかる保守の継続を加味し、算出しております。その結

果、2021年12月期のストック売上高は、836百万円（前期比21.4％増）を見込んでおります。 

以上の結果から、ネットワークセキュリティ事業の売上高は、直近５年間の事業売上高の年平均伸長率

16.2％を上回る1,623百万円（前期比28.5％増）を見込んでおります。 

なお、2021年12月期第３四半期累計期間における、ネットワークセキュリティ事業の売上高は1,349百万円

となりました。 

 

（２）売上原価、売上総利益 

＜データセキュリティ事業＞ 

 データセキュリティ事業における主な売上原価は、開発費、保守サポート要員の労務費及び外部委託費で構

成されております。自社製品となるソフトウェアの開発、販売、保守サポートによるものであるため、直近３

年間の製造原価率の実績数値の推移を踏まえて、売上原価を算定しております。また、2021年12月期において

は、ソフトウェアライセンスの販売だけでなく、サーバ機器をセットにした販売を展開いたしました。その結

果、データセキュリティ事業における、2021年12月期の売上原価は199百万円（前期比38.0％増）、売上総利

益は900百万円（前期比0.5％減）を見込んでおります。 

 なお、2021年12月期第３四半期累計期間における売上原価は129百万円となり、同期間における売上総利益

は667百万円となりました。 

 

＜ネットワークセキュリティ事業＞ 

 ネットワークセキュリティ事業における主な売上原価は、システムエンジニア等の労務費、外注費（派

遣）、外部委託費、販売・レンタル用機器の仕入原価で構成されております。 

 システムエンジニア等の労務費及び、外注費（派遣）は、各サービスの売上計画に基づいた人員計画を織り

込み費用を算出しております。また、外部委託費については、ネットワークインテグレーションにおける売上

計画に対し、直近３年間の外部委託費の比率の推移を踏まえ、算出しております。販売・レンタル用機器の仕

入原価につきましては、各サービスのスポットの売上計画に基づいて、直近３年間の製品原価率の推移を踏ま

え、算出しております。 

その結果、ネットワークセキュリティ事業における2021年12月期の売上原価は1,082百万円（前期比26.2％

増）、売上総利益は541百万円（前期比33.1％増）を見込んでおります。 

 なお、2021年12月期第３四半期累計期間における売上原価は892百万円となり、同期間における売上総利益

は456百万円となりました。 

 

（３）販売費及び一般管理費、営業利益 

販売費及び一般管理費の主な内訳は、人件費、広告宣伝費及び販売促進費等であります。 

人件費は、中期経営計画における収益計画に基づいた人員計画によりその人件費を予測しております。当社

の事業成長を支えるため、事業拡大に伴い、新卒社員及び中途社員の採用を通じて、人員の増員を計画してお

ります。2020年12月期末に111名であった正社員数は、2021年12月期の新卒採用13名並びに、中途社員の増員

計画により、2021年12月期末においては、133名を見込んでおります。なお、2020年12月期に賞与として、58

百万円支給しております。その結果、2021年12月期の人件費は596百万円（前期比0.3％増）となる見通しであ

ります。 

広告宣伝費は、主に当社製品・サービスに対する新規顧客の獲得のために行っていく、WEBマーケティング

や展示会等のイベントへの出展、また、コーポレートや製品、サービスのブランディング、認知向上を狙った

メディア露出等の個別マーケティング施策の費用を積み上げた上で算出しております。また、第４四半期にお

いては、タレントを起用したWEB CMによる広告宣伝活動を行いました。その結果、2021年12月期の広告宣伝費



 

 

は103百万円（前期比23.2％増）を見込んでおります。 

販売促進費については、販売代理店の活性化に向けたカンファレンス等の施策のための費用を積み上げた上

で算出しております。 

なお、会場でのカンファレンスを計画しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の長期化により、WEB

カンファレンスに変更しております。その結果、2021年12月期の販売促進費は14百万円（前期比7.2％減）を

見込んでおります。 

その他の主な項目については、前期実績をベースに算出しております。 

以上の結果、2021年12月期の販売費及び一般管理費は1,219百万円（前期比8.2％増）、営業利益は222百万

円（前期比19.2％増）を見込んでおります。 

なお、2021年12月期第３四半期累計期間における販売費及び一般管理費は835百万円となり、同期間におけ

る営業利益は288百万円となりました。 

第４四半期においてはタレント起用によるWEB CMによる広告宣伝費の増加により、第４四半期は営業損失を

見込んでおります。 

 

（４）営業外損益、経常利益 

支払利息と上場関係費用として、18百万円を営業外費用として計上しております。また、助成金の申請によ

る、12百万円を営業外収益として計上しております。 

以上の結果、2021年12月期の経常利益は、215百万円（前期比16.1％増）を見込んでおります。 

  

（５）特別損益、株主に帰属する当期純利益 

特別利益及び特別損失は見込んでおりません。 

法人税等に関しては、税引前当期純利益に対する実効税率により算出しております。 

以上の結果、2021年12月期の当期純利益は、136百万円（前期比8.5％増）を見込んでおります。 

 

【業績予想に関するご留意事項】 

本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は、経済状況の変化、市場環境の変化及び他社との競合等

の様々な要因によって異なる場合がございます。 

以上 
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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年12月期第３四半期 2,146 ― 288 ― 297 ― 191 ―

2020年12月期第３四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年12月期第３四半期 53.70 ―

2020年12月期第３四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年12月期第３四半期 2,111 664 31.5

2020年12月期 1,863 472 25.4

（参考）自己資本 2021年12月期第３四半期 664百万円 2020年12月期 472百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2021年12月期 ― 0.00 ―

2021年12月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,724 17.7 222 19.2 215 16.1 136 8.5 38.27

１．2021年12月期第３四半期の業績（2021年１月１日～2021年９月30日）

（注）１．当社は、2020年12月期第３四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、2020年12月期第３四半

期の数値及び2021年12月期第３四半期の対前年同四半期増減率を記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であり、

期中平均株価が把握できないため記載しておりません。
３．当社は、2021年８月26日付で普通株式１株につき80株の割合で株式分割を行っております。このため、当事業

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2021年12月期の業績予想（2021年１月１日～2021年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社は、2021年８月26日付で普通株式１株につき80株の割合で株式分割を行っております。このため、当事業

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年12月期３Ｑ 4,000,000株 2020年12月期 4,000,000株

②  期末自己株式数 2021年12月期３Ｑ 429,600株 2020年12月期 429,600株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2021年12月期３Ｑ 3,570,400株 2020年12月期３Ｑ ―株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

　（注）１．2020年12月期第３四半期については、四半期財務諸表を作成していないため、期中平均株式数を記載してお

りません。

　　　　２．当社は、2021年８月26日付で普通株式１株につき80株の割合で株式分割を行っております。このため前事業

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって

の注意事項については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3) 業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　当社は、前第３四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分

析は行なっておりません。

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間においては、東京オリンピック2020の開催、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種

拡大による収束期待といった明るい話題があるものの、感染収束の不透明さや半導体不足の長期化など、日本国

内における経済状況は依然として不透明な状況にあります。

　このような経営環境の中、当社のデータセキュリティ事業では、新型コロナウイルス感染症拡大によるログ管

理に対する投資抑制圧力や現地作業の延期などにより受注に影響はあったものの、第３四半期には回復の兆しが

見られております。また、テレワーク環境整備、オフィス内におけるWEB会議等のためのWiFi環境整備に対する需

要は引き続き高く、当社の「Network All Cloud」のビジネス機会が拡大し、ネットワークセキュリティ事業は増

収増益となりました。

　この結果、当第３四半期累計期間の売上高は2,146,087千円、営業利益は288,221千円、経常利益は297,552千

円、四半期純利益は191,746千円となりました。

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

データセキュリティ事業

　当第３四半期累計期間においては、新型コロナウイルス感染症の拡大の影響  によるログ管理への投資抑制圧力

並びに現地作業の延期などから、2021年上期（2021年１月１日～2021年６月30日）は、前年同期比で減収となりま

したが、新型コロナウイルスワクチンへの期待もあり、回復の兆しが見られ、第３四半期は増収となりました。

　この結果、第３四半期累計期間における売上高は、796,519千円、セグメント利益は、443,130千円となりまし

た。

ネットワークセキュリティ事業

　当第３四半期累計期間においては、半導体不足に対する対応策として先行して機器の在庫確保を行ったことが奏

功し、高需要の「クラウドVPN Verona」（テレワーク環境整備）、「クラウド無線LAN Hypersonix」（オフィスの

WiFi環境整備）の安定供給が実現し、業績は好調に推移いたしました。

　この結果、第３四半期累計期間における売上高は、1,349,567千円、セグメント利益は、274,787千円となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期会計期間末における総資産は2,111,511千円となり前事業年度末と比較して248,295千円増加しまし

た。これは前事業年度と同様にネットワークセキュリティ事業の売上が好調であったため、現金及び預金が

194,800千円、及び売掛金が64,852千円増加したこと等によるものです。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における負債合計は1,446,842千円となり前事業年度末と比較して56,549千円増加しま

した。これは借入金の返済により長期借入金が63,813千円減少した一方で、取引先増加により前受金が89,106千円

増加したこと、またネットワークセキュリティ事業の売上が好調だったことにより部材費、外注費が増加したこと

売上原価が増加し、買掛金が28,458千円増加したこと等によるものです。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産は664,669千円となり前事業年度末と比較して191,746千円増加しまし

た。これは四半期純利益の計上により利益剰余金が191,746千円増加したことによるものです。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年12月期の業績予想につきましては、本日公表いたしました「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社

決算情報等のお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前事業年度
（2020年12月31日）

当第３四半期会計期間
（2021年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 939,819 1,134,620

売掛金 149,335 214,188

仕掛品 114,526 57,073

原材料及び貯蔵品 166,908 187,586

その他 88,848 134,082

流動資産合計 1,459,439 1,727,552

固定資産

有形固定資産 57,939 49,633

無形固定資産

ソフトウエア 109,060 93,118

ソフトウエア仮勘定 10,481 9,937

その他 2,173 2,130

無形固定資産合計 121,715 105,185

投資その他の資産 224,121 229,141

固定資産合計 403,776 383,959

資産合計 1,863,216 2,111,511

負債の部

流動負債

買掛金 35,101 63,559

１年内返済予定の長期借入金 80,232 80,232

未払法人税等 37,881 74,331

前受金 744,867 833,974

その他 203,192 158,909

流動負債合計 1,101,273 1,211,005

固定負債

長期借入金 135,016 71,203

役員退職慰労引当金 117,200 126,000

退職給付引当金 36,804 38,634

固定負債合計 289,020 235,837

負債合計 1,390,293 1,446,842

純資産の部

株主資本

資本金 50,000 50,000

資本剰余金 7,377 7,377

利益剰余金 440,697 632,443

自己株式 △25,152 △25,152

株主資本合計 472,922 664,669

純資産合計 472,922 664,669

負債純資産合計 1,863,216 2,111,511

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間
（自　2021年１月１日

至　2021年９月30日）

売上高 2,146,087

売上原価 1,022,163

売上総利益 1,123,923

販売費及び一般管理費 835,701

営業利益 288,221

営業外収益

受取利息 12

助成金収入 12,122

その他 1,588

営業外収益合計 13,723

営業外費用

支払利息 1,302

為替差損 1,044

上場関連費用 2,000

その他 45

営業外費用合計 4,392

経常利益 297,552

特別損失

固定資産除却損 0

特別損失合計 0

税引前四半期純利益 297,552

法人税等 105,805

四半期純利益 191,746

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期
損益計算書

計上額
(注）２

データ
セキュリティ事業

ネットワーク
セキュリティ事業

計

売上高

外部顧客への売上高 796,519 1,349,567 2,146,087 － 2,146,087

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 796,519 1,349,567 2,146,087 － 2,146,087

セグメント利益 443,130 274,787 717,918 △429,696 288,221

（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

　　当第３四半期累計期間（自2021年１月１日　至2021年９月30日）

　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

（注）１．セグメント利益の調整額△429,696千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。なお、全

社費用は主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は四半期損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
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